
神経精神科 平成２２年業績 

1．学会発表 

（１）第 20 回日本臨床精神神経薬理学会・第 40 回日本神経精神薬理学会 合同年会． 

平成 22 年 9 月 15 日～17 日（仙台国際センター） 

1) パロキセチン血漿濃度とうつ病 3因子モデルを用いた臨床効果の関係について． 

○中神卓、古郡規雄、佐藤靖、鈴木昭人、菅原規雄、井上義政、大谷浩一、兼子直 

2) 抗精神病薬の選択基準～副作用で困った症例の検討～． 

○中神卓（パネリストとして参加） 

（２）県北精神医会．平成 22 年 7 月 22 日（大館市） 

エビリファイ使用 4症例の報告と考察． 

○ 中神卓、平野敬之、橋本浩二郎、畠山牧子 

（３）”RLAI” Opinion Leader Meeting 平成 22 年 9 月 25 日 （秋田市） 

コンスタ このよく分からない薬 

○ 平野 敬之 

（４） 県北精神科医会 平成 22 年 9 月 30 日 （大館市） 

非定型抗精神病薬について –よもやま話− 

○ 平野 敬之 

（５）第１回秋田クロザリル研究会 平成 22 年 10 月 23 日 （秋田市） 

クロザピン治療の現状と課題 

○ 平野 敬之，中神 卓 
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３．講演 

１）うつ病市民講座「元気の出る話〜うつとストレスの豆知識〜」 

 平成 22 年 1 月 29 日（大館市），他 

 ○平野 敬之 

２）中学生対象講演「伸びざかりの心のはなし」 

 平成 22 年 7 月 16 日（比内） 

 平成 22 年 10 月 26 日（小坂町） 

○平野 敬之 

３）傾聴ボランティア講座「家族がうつ病になったとき〜うつ病を正しく理解しよう」 

 平成 22 年 10 月 12 日（小坂町） 

 ○平野 敬之 

４）企業対象講演「こころとお酒について」 

平成 22 年 12 月 16 日（大館市），他 

○平野 敬之 

 


